
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あの地区は今・・・ 

・事業の仕組み等について研修 
・地区内で認識を共有 

希少植物「コウホネ」 
日当りが良く、水が綺麗で肥沃な土
地に自生する。（花期は６～９月） 

１３ 

 

平成初期 

現 在 

平成１４年 

平成１９年 

平成９年 

子供

お年寄り

女性

若者地区一体となり
将来のあり方 
を検討 

ほ場整備準備委員会の設立

農業法人 

ほ場整備開始 

ほ場整備完了 

・集落ビジョンの検討 
・環境保全活動の実施 
 

環境保全活動の一環として、地区
のみんなでコウホネの移植活動を
行った 

「コウホネ」を 
地区のシンボルに！ 

設立 

・集落営農に取り組む 

地
区
の
法
人｢

フ
ァ
ー
ム
お
そ
の
づ
か｣

 

農業の 
低コスト化 

作物の 
ブランド化

雇用の
創出 

・大型機械の導入 

・労働時間の削減 

・特別栽培米の販売 

・ネット販売の開始 

・冬期間の作物の導入

・後継者の育成 

 

ほ
場
整
備
を
契
機
に
、
小
其
塚
地
区
は
集
落
営
農
に
取
り
組
ん
だ
。
平
成
19
年
度
に

集
落
営
農
組
合
を
設
立
し
、
そ
の
後
特
定
農
業
団
体
の
設
立
を
経
て
、
平
成
21
年
度
に

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ム
お
そ
の
づ
か
の
設
立
に
至
っ
た
。
ほ
場
整
備
に
よ
り
、
農
地
の
大

区
画
化
等
が
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
法
人
化
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
な
農
業
が
可
能
に
な

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
大
区
画
ほ
場
を
活
か
し
た
大
型
機
械
や
水
稲
直
播
栽
培
の
導
入

に
よ
り
、
労
働
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
人
件
費
の
削
減
に
繋
っ
た
。
ま
た
、
法
人
格
を
持

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
信
用
取
引
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋
り
、
特
別
栽
培
米
の
栽
培
や
地
元

を
中
心
に
ス
ー
パ
ー
等
と
の
契
約
栽
培
の
拡

大
、
全
国
に
向
け
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
等

の
取
組
み
を
開
始
し
た
。
他
に
も
、
啓
翁
桜
の

栽
培
に
よ
り
周
年
農
業
を
開
始
し
、
冬
期
間
の

所
得
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、
後
継
者
の

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

顧
客
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
す
る
だ
け
で

な
く
、
地
元
と
信
頼
関
係
を
築
き
、
農
業
か
ら

離
れ
る
方
々
の
受
け
皿
に
も
な
っ
て
い
る
。
今

後
、
施
設
建
設
等
の
事
業
拡
大
に
よ
り
地
元
雇

用
を
増
や
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。 

コウホネの里 
｢おそのづか米｣ 

小其塚地区の市川

さん（左）と山口さん

（右） 

 

平成 28 年度の農業

農村整備優良地区

コンクールにおい

て、小其塚地区は

優秀と認められた。

お問い合わせ先：置賜総合支庁農村計画課 TEL 0238-35-9055



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２

地
域
一
丸
と
な
っ
た｢

ほ
場
整
備｣

 
 

高
畠
町
小
其
塚
地
区
は
、
置
賜
盆
地
の
中
部
、
高
畠
町
の
南
西

部
に
位
置
し
、
水
田
に
囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
る
地
域

で
あ
る
。 

基
幹
産
業
は
農
業
で
、
集
落
内
の
共
同
作
業
や
お
祭
り
な
ど
が

伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
地
域
で
あ
る
が
、
平
成
の
初
め
頃
か
ら

昔
な
が
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
薄
ら
い
で
い
く
傾
向
が
あ

っ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
区
内
の
若
者
が
中
心
と
な
り
、

地
域
の
祭
事
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄
り
か
ら
子

供
、
女
性
ま
で
も
が
一
体
と
な
る
よ
う
な
機
会
が
生
ま
れ
た
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
小
其
塚
地
区
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合

い
が
重
ね
ら
れ
た
。 

地
区
内
で
は
当
時
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
の
不
足
が
大

き
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
小
区
画
の
ほ
場
や
軽
ト
ラ
ッ
ク
も

入
れ
な
い
よ
う
な
農
道
で
は
今
後
農
業
が
続
け
ら
れ
な
い
と
し

て
、
ほ
場
整
備
事
業
へ
の
取
組
み
が
決
定
さ
れ
た
。 

平
成
９
年
に
は
準
備
委
員
会
を
設
立
し
、
事
業
へ
の
準
備
と
地

区
内
で
の
認
識
の
共
有
を
図
っ
た
。 

事
業
取
組
み
の
条
件
と
さ
れ
て
い
た
環
境
と
の
調
和
へ
の
配

慮
の
取
組
み
と
し
て
、
希
少
植
物
の
「
コ
ウ
ホ
ネ
」
の
保
全
が
決

定
さ
れ
、
広
く
住
民
の
参
画
を
得
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

平
成
14
年
度
か
ら
ほ
場
整
備
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
低
コ
ス
ト

化
や
維
持
管
理
の
省
力
化
な
ど
を
目
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
、
平

成
19
年
度
に
事
業
が
完
了
し
た
。
コ
ウ
ホ
ネ
の
管
理
や
農
地
周
り

の
共
同
活
動
は
現
在
で
も
集
落
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。 

農道がない 
農地の 
分散 

担い手
不足 

小区画 
ほ場 

（せまい）


